
 

第 206 回「柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確保する地域の会」 

ご説明内容 

 

 

１． 日 時 2020 年 8月 5日（水）18:30～20:00  

 

２． 場 所 柏崎原子力広報センター ２Ｆ研修室  

 

３． 内 容 

 

（１）前回定例会以降の動き、質疑応答 

   （東京電力 HD、原子力規制庁、資源エネルギー庁、新潟県、 

柏崎市、刈羽村） 

（２）「高レベル放射性廃棄物の地層処分について」（資源エネルギー庁） 

 

添付：第 206 回「地域の会」定例会資料 

 

 

以 上 



2 0 2 0 年 ８ 月 ５ 日  

東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 

 

第 206 回「地域の会」定例会資料 〔前回定例会以降の動き〕 

 

【不適合関係】 

 ７月 22 日 ４号機 原子炉補機冷却海水ポンプ（Ｃ）の不具合について 

     （公表区分：Ⅲ）                      〔P.３〕 

 

【発電所に係る情報】 

・ ７月 ３日 福島第一原子力発電所、福島第二原子力発電所および柏崎刈羽原子力 

        発電所の防災訓練実施結果報告書の提出について               〔P.５〕 

・ ７月 ９日 ７号機燃料洗浄作業の完了について                         〔P.６〕 

・ ７月 ９日 ７号機ブローアウトパネル閉止装置の設置について        〔P.７〕 

・ ７月 ９日 地域共生活動における活動状況                〔P.８〕 

・ ７月 17 日 柏崎刈羽原子力発電所７号機の原子炉建屋大物搬入建屋に関する 

      保安規定変更認可について                                   〔P.９〕 

・ ７月 22 日 柏崎刈羽原子力発電所における安全対策の取り組み状況について 〔P.10〕 

・ ７月 22 日 ５号機原子炉建屋内緊急時対策所の設置について               〔P.15〕 

 

【その他】 

 ７月 21 日 原子力災害時の住民避難支援に向けた福祉車両の整備と要員の 

           確保について                                     〔P.19〕 

 ７月 29 日 2020 年度第 1 四半期決算について                            〔P.23〕 

 ８月 ５日 コミュニケーション活動の報告と改善事項について 

            （７月活動報告）                                            〔P.32〕 

 

【福島の進捗状況に関する主な情報】 

・ ７月 30 日 福島第一原子力発電所の廃止措置等に向けた中長期ロードマップ 

      進捗状況(概要版)                〔別紙〕 

 

 

 

 

 

＜参考＞ 
 当社原子力発電所の公表基準（平成 15 年 11 月策定）における不適合事象の公表区分について 

区分Ⅰ  法律に基づく報告事象等の重要な事象 
区分Ⅱ  運転保守管理上重要な事象 
区分Ⅲ  運転保守管理情報の内、信頼性を確保する観点からすみやかに詳細を公表する事象 
その他  上記以外の不適合事象 
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【柏崎刈羽原子力発電所の新規制基準適合性に係る審査会合の開催状況】 

・ ７月 ９日 原子力規制委員会第 874 回審査会合 

       －保安規定変更認可申請について－ 

・ ７月 16 日 原子力規制委員会第 877 回審査会合 

       －第７号機の設計及び工事の計画の審査について－ 

    －原子炉等規制法の改正に係る原子炉施設保安規定の審査について－ 

 ７月 30 日 原子力規制委員会第 880 回審査会合 

    －第７号機の設計及び工事の計画の審査について－ 

 ８月 ４日 原子力規制委員会第 885 回審査会合 

    －第７号機の設計及び工事の計画の審査について－ 

 

 

以 上 
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2020 年 7 月 22 日 

東京電力ホールディングス株式会社 
柏崎刈羽原子力発電所 

区分：Ⅲ 
 

号機 4 号機 

件名 原子炉補機冷却海水ポンプ（Ｃ）の不具合について 

不適合の 

概要 

 

（発生状況） 

2020 年 7 月 21 日午前 10 時 15 分より、4 号機原子炉補機冷却海水系※１【Ａ系】の定

例試験のために原子炉補機冷却海水ポンプ（Ｃ）を起動したところ、ポンプのグランド

部※２から白い湯気のようなものを確認したことから、午前 10 時 31 分にポンプを停止し

ました。   

その後、グランド部の状況確認のため、午後 3 時 29 分から当該ポンプを再起動しまし

たが、再度白い湯気のようなものおよびグランド部の温度上昇を確認したことから、午

後 3 時 55 分にポンプを停止しました。 

 

現在、事象の発生原因を調査中です。 

 

4 号機原子炉補機冷却海水ポンプ（Ｃ）は安全上重要な機器に該当しますが、4 号機原

子炉補機冷却海水系【Ａ系】には原子炉補機冷却海水ポンプが（Ａ）と（Ｃ）の 2 台あ

り、そのうち（Ａ）が運転中であることから、安全上の影響はありません。 
 
なお、今回の不具合による外部への放射能の影響はありません。 
 
※１ 原子炉補機冷却海水系 

   原子炉建屋内の設備（非常用ディーゼル発電機、空調機等）を冷却する原子炉補機冷却系を、 

   熱交換器を介して海水で冷却する系統 

※２ グランド部 

   ポンプ本体と回転軸の隙間に設けられ、冷却水（海水）の漏えいを防止する機構。 

   また、当該部は摺動により熱を持つため、ポンプで汲み上げた海水で冷却している 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全上の重

要度／損傷

の程度 

 
＜安全上の重要度＞ 

 
安全上重要な機器等 ／ その他設備 

 
＜損傷の程度＞ 

□ 法令報告要 
□ 法令報告不要 
■ 調査・検討中 

対応状況 

 

今後、原因究明のため、グランド部の点検を実施してまいります。 

 

グランド部 原子炉補機冷却海水ポンプ（C）外観 
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柏崎刈羽原子力発電所 4 号機 海水熱交換器建屋 地下中 1 階 

4 号機 原子炉補機冷却海水ポンプ（C）の不具合について 

  

  

  

展望台 

柏崎刈羽原子力発電所 
屋外 

発生場所 
（ 海水熱交換器建屋 ） 
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福島第一原子力発電所、福島第二原子力発電所および柏崎刈羽原子力発電所の 

防災訓練実施結果報告書の提出について 

 

2020 年 7 月 3 日 
東京電力ホールディングス株式会社 

 
当社は、2000 年 6 月に施行された原子力災害対策特別措置法に基づき、福島第一

原子力発電所、福島第二原子力発電所、柏崎刈羽原子力発電所の発電所ごとに      
作成した「原子力事業者防災業務計画※」に従い、防災訓練を実施しています。 
 
また、原子力災害対策特別措置法の規定において、原子力事業者は防災訓練の  

実施結果について、原子力規制委員会に報告するとともに、その要旨を公表すること

となっております。 
 
本日、福島第一原子力発電所、福島第二原子力発電所および柏崎刈羽原子力発電所

の 2019 年度「防災訓練実施結果報告書」を同委員会に提出しましたので、お知らせ

いたします。 
 

以 上 
※原子力事業者防災業務計画 
原子力災害対策特別措置法に基づき、原子力災害の発生および拡大の防止ならびに   

原子力災害時の復旧に必要な業務等について定めたもの。 
 
添付資料 

・福島第一原子力発電所「防災訓練実施結果報告書」 

・福島第二原子力発電所「防災訓練実施結果報告書」 

・柏崎刈羽原子力発電所「防災訓練実施結果報告書」 

※報告書については当社ホームページを参照願います 

https://www.tepco.co.jp/press/release/2020/1545929_8710.html 

【本件に関するお問い合わせ】 

東京電力ホールディングス株式会社 

原子力・立地本部 広報グループ 03-6373-1111（代表） 
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柏崎刈羽原子力発電所 7 号機の原子炉建屋大物搬入建屋に関する 

保安規定変更認可について 

 

 

2020 年 7 月 17 日 
東京電力ホールディングス株式会社 

 
 

 当社は、2020 年 6 月 8 日、原子力規制委員会へ柏崎刈羽原子力発電所 7 号機の原子炉建

屋大物搬入建屋に関する保安規定の変更認可申請を行いました。 
（2020 年 6 月 8 日お知らせ済み） 

 
 本日、同委員会より本申請について認可をいただきましたので、お知らせいたします。 
 
当社は、引き続き原子力規制委員会による審査に真摯かつ丁寧に対応するとともに、福島

第一原子力発電所の事故から得られた教訓を踏まえ、更なる安全性、信頼性の向上に努めて

まいります。 
 
 

以 上 
 

 
 

【本件に関するお問い合わせ】 

東京電力ホールディングス株式会社  

原子力・立地本部 広報グループ 03-6373-1111（代表） 
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. 

 

原子力災害時の住民避難支援に向けた福祉車両の配備と要員の確保について 

 

2020 年 7 月 21 日 

東京電力ホールディングス株式会社 
新潟本社 

 

当社はこれまで、柏崎刈羽地域原子力防災協議会作業部会において、原子力災害時に必要

になる PAZ（予防的防護措置を準備する区域）内社会福祉施設における要配慮者避難に必要

な福祉車両・要員の確保につきまして、内閣府・自治体と調整してまいりました。 

 

本件につきまして、2020 年 4 月 28 日に内閣府より具体的な協力要請があり、当社は、本

日開催された第 9 回柏崎刈羽地域原子力防災協議会作業部会において、添付資料にて回答し

ておりますので、お知らせいたします。 

 

内閣府の要請に対し、当社は下記の通り対応いたします。 

 

当社は、今後も原子力災害に対する事業者としての責務を確実に果たしていくとともに、

住民避難支援についても最大限のご協力をしてまいります。 

 

記 

 
1. 内閣府からの要請事項 

① PAZ 内社会福祉施設(22 入所施設)における要配慮者 218 名を搬送可能な福祉車両の 

配備 

② 各車両への運転手・介助者 1 名の確保 

 

2. 要請に基づき当社が配備する福祉車両と要員の確保 

① 福祉車両 31 台(PAZ内社会福祉施設(22入所施設）の要配慮者 218名搬送可能台数) 

② 要員   62 名(31 台の車両に対し、運転手・介助者 1 名ずつ) 

 

3. 車両の配備時期・場所 

 できるだけ早期の車両配備に向け、調整中 

 

4. 添付資料 

 (第 9 回柏崎刈羽地域原子力防災協議会作業部会 当社説明資料) 

 原子力災害時における住民避難支援に向けた福祉車両の配備と要員の確保について 

以 上 
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無断複製・転載禁止 東京電力ホールディングス株式会社

原子力災害時における住民避難支援に向けた
福祉車両の配備と要員の確保について

2020年 7月 21日
東京電力ホールディングス株式会社

第９回柏崎刈羽地域原子力防災協議会作業部会 資料

無断複製・転載禁止 東京電力ホールディングス株式会社

1１．内閣府からのご要請と事業者の対応について

①内閣府からの要請内容

第8回柏崎刈羽地域原子力防災協議会作業部会(2019年9月11日開催)にて､事業者としてできる
最大限の協力をさせていただく旨の表明後､内閣府より福祉車両の配備について具体的な要請を2020
年4月28日に受けました。今回､その対応について報告します。

●弊社の対応計画
・要配慮者218名全員を搬送可能な車両数（31台）を配備。
※１台あたり車椅子6名､レイアウト変更によりストレッチャー2名乗車可能な福祉車両
・福祉車両31台は運行表を用いて避難支援要員(62名)が各施設の避難支援にあたる。

（参考資料参照）

●PAZ内社会福祉施設（22入所施設）における要配慮者避難に必要な福祉車両・要員の確保
・要配慮者218名(※)を搬送可能な避難支援車両の配備。
（※）車椅子利用者186名､ストレッチャー利用者32名

・各車両への運転手､介助者各1名の確保。
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無断複製・転載禁止 東京電力ホールディングス株式会社

2２．配備予定の福祉車両仕様・台数

車種・仕様 配備台数
（台）

乗車構成(名)

搭乗パターン 車椅子 ｽﾄﾚｯﾁｬｰ 前席

日産 キャラバン
・スーパーロングボディ
ワイド幅 ハイルーフ
・定員 10名
・全長 5,230mm
・全幅 1,880mm
・全高 2,285mm

31台

車椅子
最大乗車
パターン

6 0 3

ストレッチャー
最大乗車
パターン

2 2 3

■福祉車両イメージ

前席3名 車いす6名 前席3名 ストレッチャー2名＋車いす2名

パターン1：車いす6名避難 パターン2：ストレッチャー2名
＋車いす名避難

イメージ写真

無断複製・転載禁止 東京電力ホールディングス株式会社

3３．令和２年度 新潟県原子力防災訓練への対応について

②「令和２年度 新潟県原子力防災訓練」 への協力

昨年に引き続き､開催が計画されている新潟県原子力防災訓練について､事業者としてできる最大限の
準備を進めて参ります。

＜防護服着用訓練＞＜スクリーニング訓練＞＜介護技術講習＞ ＜福祉車両訓練＞

県の原子力防災訓練については､「福祉車両を活用した避難支援訓練」や「スクリーニング訓練」や「県
災害対策本部における訓練」などに参加させていただくことで協力させていただきたい。
今後も県の原子力防災訓練も視野にいれた社内訓練を繰り返し実施し､適切な避難支援ができるよう
準備を進めて参ります。
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無断複製・転載禁止 東京電力ホールディングス株式会社

4【参考資料】 福祉車両運行表イメージ
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2020 年度第 1 四半期決算について 

 

2020 年 7 月 29 日 

東京電力ホールディングス株式会社 

 

当社は、本日、2020 年度第 1 四半期（2020 年 4 月 1 日～6 月 30 日）の連結業績に 

ついてとりまとめました。 

 

連結の経常損益は、引き続き、グループ全社を挙げた継続的なコスト削減に努めたもの

の、東京電力グループの販売電力量が、競争激化や新型コロナウイルス感染症の影響など

により、前年同期比 9.2%減の 474 億 kWh となったことに加え、JERA において燃料費調

整制度の期ずれ影響が悪化したことなどにより、前年同期比 30.5%減の 685 億円の利益

となりました。 

 

また、特別損失に原子力損害賠償費 365 億円を計上したことや、前年度に計上した特別

利益の反動減から、親会社株主に帰属する四半期純損益は、前年同期比 89.4%減の 298

億円の利益となりました。 

 

                   （単位：億円） 

 
当第 1 四半期 

（A） 

前年同期 

（B） 

比 較 

A－B A／B（％） 

 売 上 高   13,413   15,040  △  1,627 89.2 

 営 業 損 益   575   512       63 112.4 

 経 常 損 益   685   985  △    300 69.5 

 特 別 損 益  △ 365   1,875  △ 2,240   - 

 
親会社株主に帰属する 
四 半 期 純 損 益 

  298   2,816  △  2,517 10.6 

 

【セグメント別の経常損益】 

2020 年度第 1 四半期のセグメント別の経常損益については、以下のとおりです。 

なお、2020 年 4 月の再生可能エネルギー発電事業の分社化に伴い、新たなセグメント

として、東京電力リニューアブルパワー株式会社の経常損益を記載しております。 

・東京電力ホールディングス株式会社の経常損益は、基幹事業会社からの受取配当金の

減少や、東京電力エナジーパートナーへの卸電力販売の減少などにより、前年同期比

687 億円減の 795 億円の利益となりました。 

・東京電力フュエル＆パワー株式会社の経常損益は、火力発電事業等を承継した JERA

において、燃料費調整制度の期ずれ影響が悪化したことなどにより、前年同期比 365

億円減の 92 億円の利益となりました。 
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・東京電力パワーグリッド株式会社の経常損益は、減価償却費などが減少したものの、

新型コロナウイルス感染症拡大に伴う緊急事態宣言期間中に、商業施設やオフィスビ

ルを中心に電力需要が落ち込んだことなどで託送収益が減少したことから、前年同期

比 18 億円減の 407 億円の利益となりました。 

・東京電力エナジーパートナー株式会社の経常損益は、競争激化や新型コロナウイルス

の影響による販売電力量の減少があったものの、東京電力ホールディングスからの購

入電力の減少などにより、前年同期比 232 億円増の 112 億円の利益となりました。 

・東京電力リニューアブルパワー株式会社の経常損益は、東京電力エナジーパートナー

への卸電力販売の増加などにより、前年同期比 96 億円増の 178 億円の利益となりま

した。 

 

 （単位：億円） 

 
当第 1 四半期 

（A） 

前年同期 

（B） 

比 較 

A－B A／B（％） 

 経 常 損 益   685   985  △    300 69.5 

 東京電力ホールディングス   795   1,482  △    687 53.6 

 東京電力フュエル＆パワー   92   458  △    365 20.2 

 東京電力パワーグリッド     407   426  △     18    95.6 

 東京電力エナジーパートナー   112  △ 120        232  - 

 東京電力リニューアブルパワー    178   81  96  218.2 

 
以 上 

【本件に関するお問い合わせ】 
東京電力ホールディングス株式会社 

広報室 報道グループ 03-6373-1111（代表） 
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コミュニケーション活動の報告と改善事項について
（７月活動報告）

2020年8月5日

東京電力ホールディングス株式会社

新潟本社
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■改善事項

改善事項
サービスホール展示館リニューアルにあたり、以下を実施
・小さなお子さんを連れたご来館者さま向けの設備を充実
・プロジェクションマッピング等を用いて、展示のわかりやすさを向上
・福島原子力事故後の現状や廃炉の進捗を紹介する情報コーナーを設置

いただいた声
授乳室が救護室と兼用である（リニューアル前）。専用の授乳室があると
安心して利用できる
飲食できるスペースが通路にしかなく、落ち着かない
福島原子力事故後の状況や廃炉の進捗を展示館で知りたい

検討実施した点

専用の授乳室を完備したベビールームの新設
ご来館者さまへのホスピタリティ向上（休憩・飲食スペース設置）
柏崎刈羽原子力発電所の安全対策や原子力の必要性、福島事故以降
の取り組みなどの情報を充実
親子連れのご来館が多いことから、楽しみながら学べるよう従来のキッズフォ
レストに加えて、小学生を対象とするゲームフロアを設置

具体的な活動

７月２３日（木・祝） リニューアルオープン 開館時間9:00～16:30
（新型コロナウィルス感染対策予防の取り組み）
・マスク着用、消毒、検温アラートの設置等,ご来館者 ・手指消毒用の消毒液の設置
さまにも協力いただく ・定期的に換気を実施
・手すり・ボタン等の定期的な消毒を実施 ・館内にある椅子の離隔確保
・受付にアクリルパーテーションを設置置

■改善事項

ニュースアトム７月号掲載
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（１）３つの基本方針に従った汚染水対策の
推進に関する取り組み

（２）滞留水処理の完了に向けた取り組み （３）汚染水対策の安定的な運用に向けた取り組み

④建屋滞留水の処理
⑤滞留水中に含まれるα 核種の濃度を低減するための

除去対策
⑥プロセス主建屋、高温焼却炉建屋におけるゼオライト

土嚢に対する線量緩和対策、安全な管理方法の検討

⑦津波対策や豪雨対策など大規模災害リスクに備え、
必要な対策の計画的な実施

⑧汚染水対策の効果を将来にわたって維持するための
設備の定期的な点検・更新

⑨燃料デブリ取り出しが段階的に規模が拡大することを踏まえ、
必要に応じ、追加的な対策の検討

【３つの基本方針】
①汚染源を「取り除く」
②汚染源に水を「近づけない」
③汚染水を「漏らさない」

廃炉・汚染水対策の概要 ２０２０年７月２日
廃炉・汚染水対策チーム会合／事務局会議

1/9

「廃炉」の主な作業項目と作業ステップ

～汚染水対策は、下記の３つの取り組み進めています～

（注１）事故により溶け落ちた燃料。

使用済燃料プールからの燃料取り出しは、２０１４年１２月に４号機が完了し、２０１９年４月１５日より３号機の燃料取り出しを進めています。

作業にあたっては、周辺環境のダスト濃度を監視しながら安全第一で進めます。引き続き、１、２号機の燃料取り出し、１～３号機燃料デブリ(注１)取り出し
の開始に向け順次作業を進めています。

2019年4月15日より、3号機使用済燃料
プールからの燃料取り出しを開始しました。

2020年度末の燃料取り出し完了を目指しガ
レキ撤去作業並びに燃料取り出し作業を進めて
います。

使用済燃料プールからの燃料取り出し

使用済燃料プール
からの燃料取り出し

保管／搬出燃料取り出し
燃料取り出し
設備の設置

ガレキ撤去、
除染

原子炉施設の解体等 解体等
設備の設計

・製作
シナリオ

・技術の検討

１,２号機 ３号機 ４号機 １～６号機 燃料取り出し完了 2031年内

１号機 燃料取り出し開始 2027年度～2028年度

２号機 燃料取り出し開始 2024年度～2026年度

３号機 燃料取り出し完了 2020年度内

４号機 燃料取り出し完了 2014年

初号機 燃料デブリ取り出し開始

２号機 2021年内

燃料デブリ
取り出し

保管／搬出
燃料デブリ
取り出し

原子炉格納容器内の状況把握／
燃料デブリ取り出し工法の検討 等

２号機１,３号機

揚水井

地下水位

原子炉建屋

水ガラス
地盤改良

浄化処理
溶接型タンクへの
リプレース及び増設

屋根破損部補修

海
側
遮
水
壁

地
下
水
ド
レ
ン

陸
側
遮
水
壁

地
下
水
バ
イ
パ
ス

サ
ブ
ド
レ
ン

滞留水
滞留水

陸
側
遮
水
壁

サ
ブ
ド
レ
ン

ウ
ェ
ル
ポ
イ
ン
ト

敷地舗装

タービン建屋

セシウム除去
淡水化

メガフロート
着底

港
湾

赤字：（１）３つの基本方針に従った汚染水対策の推進
青字：（２）滞留水処理の完了
緑字：（３）汚染水対策の安定的な運用

更なる
水位低下

（１）３つの基本方針に従った汚染水対策の推進に関する取り組み
• 多核種除去設備以外で処理したストロンチウム処理水は、多核種除去設備での処理を行い、溶

接型タンクで保管しています。
• 陸側遮水壁、サブドレン等の重層的な汚染水対策により、建屋周辺の地下水位を低位で安定的

に管理しています。また、建屋屋根の破損部の補修や構内のフェーシング等により、降雨時の
汚染水発生量の増加も抑制傾向となり、汚染水発生量は、対策前の約540m3/日（2014年5
月）から約180m3/日（2019年度）まで低減しています。

• 汚染水発生量の更なる低減に向けて対策を進め、2020年内には150m3/日程度に、2025年
内には100m3/日以下に抑制する計画です。

（２）滞留水処理の完了に向けた取り組み
• 建屋滞留水水位を計画的に低下させ、1,2号機及び3,4号機間の連通部の切り離しを達成しま

した。また、水位低下の進捗により確認されたα核種については、性状把握や処理方法の検討
を進めています。

• 2020年内に１～３号機原子炉建屋、プロセス主建屋、高温焼却炉建屋を除く建屋内滞留水処
理を完了し、原子炉建屋については2022年度～2024年度に滞留水の量を2020年末の半分
程度に低減させる計画です。

• プロセス主建屋、高温焼却炉建屋の地下階に、震災直後の汚染水対策の一環として設置したゼ
オライト土嚢について、線量低減策及び安定化に向けた検討を進めています。

• 津波対策として、建屋開口部の閉止対策や防潮堤設置、メガフロートの移動・着底等の工事を
進めています。また、豪雨対策として、土嚢設置による直接的な建屋への流入を抑制するとと
もに、排水路強化等を計画的に実施していきます。

取り出し
完了燃料（体）

203/566
（2020/7/2時点）

開
渠
内

トレンチ

防潮堤

汲み上げ

汲み上げ 汲み上げ

汲み上げ

汲み上げ

燃料取り出しの状況
（撮影日2019年4月15日）

（３）汚染水対策の安定的な運用に向けた取り組み
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◆１～３号機の原子炉・格納容器の温度は、この１か月、約２０℃～約３０℃※１で推移しています。
また、原子炉建屋からの放射性物質の放出量等については有意な変動がなく

※２
、総合的に冷温停止状態を維持していると判断しています。

※１ 号機や温度計の位置により多少異なります。
※２ １～４号機原子炉建屋からの放出による被ばく線量への影響は、2020年５月の評価では敷地境界で年間0.00006ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ未満です。

なお、自然放射線による被ばく線量は年間約2.1ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ (日本平均)です。

東京電力ホールディングス（株）福島第一原子力発電所の廃止措置等に向けた中長期ロードマップ進捗状況（概要版）

取り組みの状況

2/9

安全第一福島第一安全第一福島第一安全第一福島第一

4号機

原子炉
格納容器
(PCV)

原子炉
圧力容器
(RPV)

燃料
デブリ

建
屋
カ
バ
ー
鉄
骨

使用済燃料
プール(SFP)

注水

ﾌﾞﾛｰｱｳﾄﾊﾟﾈﾙ
（閉止完了）

2号機

ペ
デ
ス
タ
ル

3号機

前室

防風
フェンス

オペレーティングフロア
（オペフロ）

注水

392体 615体

陸
側
遮
水
壁

2016/3/31
凍結開始

1568/1568
凍結管設置 (本)

2015/11/9
凍結管設置完了

＊2：2012年に先行して
取り出した新燃料2体を含む

燃料取り出し用カバー

取り出し完了燃料（体）

1535/1535*2
（2014/12/22燃料取り出し完了）

注水

ドーム屋根

燃料取扱機
クレーン

FHM
ガーダ遮へい体

取り出し完了燃料（体）＊1

203/566
（2020/7/2時点）

＊1：共用プールのラックに
貯蔵した燃料

１号機使用済燃料プール養生の設置が完了

原子炉建屋(R/B)1号機

３号機燃料取り出しは順調に継続

２号機燃料デブリの試験的取り出し開始に向け装置を開発中
2021年に予定している2号機燃料デブリの試験的取り出し開始に向けて、英

国で装置の開発を進めております。試験的取り出しにあたっては、ロボットアー
ムで格納容器内にアクセスし、切断装置により格納容器内の干渉物を除去し、デ
ブリを付着させる金ブラシ型や吸引する真空容器型の回収装置により粉状の燃料
デブリを回収することを検討しています。高線量、狭い等の厳しい環境での遠隔
作業となるため、事前に実物に近いモックアップ施設を活用した試験・訓練を実
施した上で、安全最優先で着実に作業を実施してまいります。

試験的に取り出し
た燃料デブリは金属
製の密閉輸送容器へ
収納し、既存の分析
施設へ輸送する計画
です。

1号機では使用済燃料プール内に保管している燃料の取り出しに向
けて、原子炉建屋上部のガレキ撤去作業を行っています。万が一、屋
根鉄骨・小ガレキ等が落下した際に、保管されている燃料等の健全性
に影響を与えるリスクを低減するため、使用済燃料プールの水面上を
養生することを計画しています。6月8日から11日にかけて、水面上
に養生バックを投入し、プール全面に展張、その後空気を注入し膨ら
ませた上でエアモルタル※で
充填する作業を行い、設置
が完了しました。

5月26日の作業再開以降、3号機の燃料
取り出しは順調に進んでおり、566体中
203体の取り出しを完了しました。また、
燃料上部のガレキ撤去が必要な燃料も残り
25体となり順調に進んでいます。

先月実施した吊り上げ試験にて吊り上げ
ることが出来なかったハンドル変形燃料の
取り出し方法については、新規掴み具の導
入や内寸の大きな収納缶による輸送などの
対策を検討しております。今後、年内に燃料取扱機

支保・天井クレーン支保の
設置を予定しています。 エアモルタル充填が完了した

養生バッグ
（６月11日）

養生バッグ

モックアップ施設（英国RACE）モックアップ施設（JAEA楢葉）

新型コロナウイルス対策を徹底

福島第一原子力発電所では、出社前検温の
実施やマスク着用の徹底、休憩所の時差利用
等による３密回避など、感染拡大防止対策を
継続実施中であり、現時点で東京電力HD社
員及び協力企業作業員に新型コロナウイルス
の罹患者は発生しておりません。

6月19日に県外への往来が緩和され、7月
1日より視察受け入れを再開しました。他方、
第2波も懸念されることから、県内外との往
来は引き続き慎重に行う等、今後も社員や協
力企業作業員の感染防止対策を徹底し、廃炉
作業の継続と新型コロナウイルスの感染拡大
防止の両立を図ってまいります。

※セメント材、水、空気を混合したもの

１号機内部調査ロボット投入に向け
ＰＣＶ内干渉物を切断中

1号機原子炉格納容器(以下、PCV)内部調
査に向け、5月26日より調査装置を入れるル
ート上のPCV内干渉物の切断を開始し、６月
４日に手摺り切断作業を完了
しました。今後、装置の洗浄、
ノズル交換実施後、調査装置
を投入するために、７月上旬
よりグレーチング切断作業を
実施する予定です。

引き続き、安全を最優先に
作業を進め、2020年度下期
の内部調査開始を目指します。

孔あけ加工機

赤破線
手すり切断箇所

グレーチング
手すり切断片

グレーチング
切断箇所

燃料デブリ回収装置先端部

<金ブラシ型> <真空容器型>

サブドレン他浄化設備から
滴下発生も処理に問題は生じず

養生バッグ投入・展張後の
使用済燃料プールの状況

（６月８日）

5月22日、サブドレン他浄化設備前処理
フィルタ２Ｂの保温材下部から１滴／秒程
度の水の滴下を確認しました。通常、サブ
ドレン他浄化設備は1系統で処理をしてお
り、滴下のあった箇所をＢ系統からＡ系統
に切り替えることで、現時点で、処理に問
題は生じておりません。

なお、フィルタ容器内面確認の結果、局
部的な腐食の進展が確認された箇所につい
ては、今後、フィルタ容器の補修や取替を
行う等の対策を講じてまいります。

２号機使用済燃料プール内の燃料取り出しに
支障となる状況は確認されず

６月10日、11日に、震災後初め
てとなる２号機使用済燃料プール内
調査を実施しました。調査の結果、
燃料ラックや燃料ハンドルの損傷等、
燃料取り出しに支障となるような状
況は確認されませんでした。

なお、今回の調査で使用した水中
ROVについては、福島ロボットテ
ストフィールド（南相馬市）を活用
し、操作員のモックアップ訓練を実
施しました。

燃料・燃料ラック上部の様子

水中ROV操作の様子

ロボットアーム（英国工場）

2



主な取り組みの配置図

3/9

６
号

５
号

敷地境界

MP-2

MP-4

※モニタリングポスト（MP-1～MP-8）のデータ

敷地境界周辺の空間線量率を測定しているモニタリングポスト(MP)のデータ（10分値）は0.381μSv/h～1.268 μSv/h（2020/5/27 ～ 2020/6/30）。

MP-2～MP-8については、空間線量率の変動をより正確に測定することを目的に、2012/2/10～4/18に、環境改善（森林の伐採、表土の除去、遮へい壁の設置）の工事を実施しました。

環境改善工事により、発電所敷地内と比較して、MP周辺の空間線量率だけが低くなっています。

MP-6については、さらなる森林伐採等を実施した結果、遮へい壁外側の空間線量率が大幅に低減したことから、2013/７/10～７/11にかけて遮へい壁を撤去しました。

MP-6

提供：日本スペースイメージング（株）2018.6.14撮影
Product(C)[2018] DigitalGlobe, Inc.

MP-3

MP-5

MP-7

MP-8

凍土方式による
陸側遮水壁

海側遮水壁

地盤改良

地下水バイパス
地
下
水
の
流
れ

タンク設置エリア

MP-1

廃棄物処理・貯蔵設備
貯蔵庫設置予定エリア

廃棄物貯蔵庫
設置エリア

１
号
２
号

３
号

４
号

サブドレン

３号機燃料取り出しは
順調に継続

２号機燃料デブリの試験的取り出し
開始に向け装置を開発中

２号機使用済燃料プール内の燃料取り出しに
支障となる状況は確認されず

新型コロナウイルス対策を徹底

１号機使用済燃料プール養生の設置が完了

１号機内部調査ロボット投入に向け
ＰＣＶ内干渉物を切断中

サブドレン他浄化設備から
滴下発生も処理に問題は生じず

3



（１）３つの基本方針に従った汚染水対策の
推進に関する取り組み

（２）滞留水処理の完了に向けた取り組み （３）汚染水対策の安定的な運用に向けた取り組み

④建屋滞留水の処理
⑤滞留水中に含まれるα 核種の濃度を低減するための

除去対策
⑥プロセス主建屋、高温焼却炉建屋におけるゼオライト

土嚢に対する線量緩和対策、安全な管理方法の検討

⑦津波対策や豪雨対策など大規模災害リスクに備え、
必要な対策の計画的な実施

⑧汚染水対策の効果を将来にわたって維持するための
設備の定期的な点検・更新

⑨燃料デブリ取り出しが段階的に規模が拡大することを踏まえ、
必要に応じ、追加的な対策の検討

【３つの基本方針】
①汚染源を「取り除く」
②汚染源に水を「近づけない」
③汚染水を「漏らさない」

廃炉・汚染水対策の概要 ２０２０年７月３０日
廃炉・汚染水対策チーム会合／事務局会議

1/9

「廃炉」の主な作業項目と作業ステップ

～汚染水対策は、下記の３つの取り組み進めています～

（注１）事故により溶け落ちた燃料。

使用済燃料プールからの燃料取り出しは、２０１４年１２月に４号機が完了し、２０１９年４月１５日より３号機の燃料取り出しを進めています。
作業にあたっては、周辺環境のダスト濃度を監視しながら安全第一で進めます。引き続き、１、２号機の燃料取り出し、１～３号機燃料デブリ(注１)取り出し
の開始に向け順次作業を進めています。

2019年4月15日より、3号機使用済燃料
プールからの燃料取り出しを開始しました。

2020年度末の燃料取り出し完了を目指しガ
レキ撤去作業並びに燃料取り出し作業を進めて
います。

使用済燃料プールからの燃料取り出し

使用済燃料プール
からの燃料取り出し

保管／搬出燃料取り出し
燃料取り出し
設備の設置

ガレキ撤去、
除染

原子炉施設の解体等 解体等
設備の設計

・製作
シナリオ

・技術の検討

１,２号機 ３号機 ４号機 １～６号機 燃料取り出し完了 2031年内

１号機 燃料取り出し開始 2027年度～2028年度

２号機 燃料取り出し開始 2024年度～2026年度

３号機 燃料取り出し完了 2020年度内

４号機 燃料取り出し完了 2014年

初号機 燃料デブリ取り出し開始

２号機 2021年内

燃料デブリ
取り出し

保管／搬出
燃料デブリ
取り出し

原子炉格納容器内の状況把握／
燃料デブリ取り出し工法の検討 等

２号機１,３号機

揚水井

地下水位

原子炉建屋

水ガラス
地盤改良

浄化処理
溶接型タンクへの
リプレース及び増設

屋根破損部補修

海
側
遮
水
壁

地
下
水
ド
レ
ン

陸
側
遮
水
壁

地
下
水
バ
イ
パ
ス

サ
ブ
ド
レ
ン

滞留水
滞留水

陸
側
遮
水
壁

サ
ブ
ド
レ
ン

ウ
ェ
ル
ポ
イ
ン
ト

敷地舗装

タービン建屋

セシウム除去
淡水化

メガフロート
着底

港
湾

赤字：（１）３つの基本方針に従った汚染水対策の推進
青字：（２）滞留水処理の完了
緑字：（３）汚染水対策の安定的な運用

更なる
水位低下

（１）３つの基本方針に従った汚染水対策の推進に関する取り組み
• 多核種除去設備以外で処理したストロンチウム処理水は、多核種除去設備での処理を行い、溶

接型タンクで保管しています。
• 陸側遮水壁、サブドレン等の重層的な汚染水対策により、建屋周辺の地下水位を低位で安定的

に管理しています。また、建屋屋根の破損部の補修や構内のフェーシング等により、降雨時の
汚染水発生量の増加も抑制傾向となり、汚染水発生量は、対策前の約540m3/日（2014年5
月）から約180m3/日（2019年度）まで低減しています。

• 汚染水発生量の更なる低減に向けて対策を進め、2020年内には150m3/日程度に、2025年
内には100m3/日以下に抑制する計画です。

（２）滞留水処理の完了に向けた取り組み
• 建屋滞留水水位を計画的に低下させ、1,2号機及び3,4号機間の連通部の切り離しを達成しま

した。また、水位低下の進捗により確認されたα核種については、性状把握や処理方法の検討
を進めています。

• 2020年内に１～３号機原子炉建屋、プロセス主建屋、高温焼却炉建屋を除く建屋内滞留水処
理を完了し、原子炉建屋については2022年度～2024年度に滞留水の量を2020年末の半分
程度に低減させる計画です。

• プロセス主建屋、高温焼却炉建屋の地下階に、震災直後の汚染水対策の一環として設置したゼ
オライト土嚢について、線量低減策及び安定化に向けた検討を進めています。

• 津波対策として、建屋開口部の閉止対策や防潮堤設置、メガフロートの移動・着底等の工事を
進めています。また、豪雨対策として、土嚢設置による直接的な建屋への流入を抑制するとと
もに、排水路強化等を計画的に実施していきます。

取り出し
完了燃料（体）

266/566
（2020/7/30時点）

開
渠
内

トレンチ

防潮堤

汲み上げ

汲み上げ 汲み上げ

汲み上げ

汲み上げ

燃料取り出しの状況
（撮影日2019年4月15日）

（３）汚染水対策の安定的な運用に向けた取り組み
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陸
側
遮
水
壁

2016/3/31

凍結開始

1568/1568
凍結管設置 (本)

2015/11/9
凍結管設置完了

＊2：2012年に先行して
取り出した新燃料2体を含む

燃料取り出し用カバー

取り出し完了燃料（体）

1535/1535*2
（2014/12/22燃料取り出し完了）

◆１～３号機の原子炉・格納容器の温度は、この１か月、約２０℃～約３０℃※１で推移しています。
また、原子炉建屋からの放射性物質の放出量等については有意な変動がなく※２、総合的に冷温停止状態を維持していると判断しています。

※１ 号機や温度計の位置により多少異なります。
※２ １～４号機原子炉建屋からの放出による被ばく線量への影響は、2020年６月の評価では敷地境界で年間0.00005ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ未満です。

なお、自然放射線による被ばく線量は年間約2.1ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ (日本平均)です。

東京電力ホールディングス（株）福島第一原子力発電所の廃止措置等に向けた中長期ロードマップ進捗状況（概要版）

取り組みの状況

2/9

安全第一福島第一安全第一福島第一安全第一福島第一

4号機

原子炉
格納容器
(PCV)

原子炉
圧力容器
(RPV)

燃料
デブリ

建
屋
カ
バ
ー
鉄
骨

使用済燃料
プール(SFP)

注水

ﾌﾞﾛｰｱｳﾄﾊﾟﾈﾙ
（閉止完了）

2号機

ペ
デ
ス
タ
ル

3号機

前室

防風
フェンス

オペレーティングフロア
（オペフロ）

注水

392体 615体

注水

ドーム屋根

燃料取扱機
クレーン

FHM
ガーダ遮へい体

取り出し完了燃料（体）＊1

266/566
（2020/7/30時点）

＊1：共用プールのラックに
貯蔵した燃料

１号機内部調査ロボット投入に向け
ＰＣＶ内干渉物を切断中

原子炉建屋(R/B)1号機

３号機燃料取り出しは順調に継続

固体廃棄物保管管理計画を改訂

5月26日の作業再開以降、3号機の燃料
取り出しは順調に進んでおり、566体中
266体の取り出しを完了しました。

並行して実施中
のガレキ撤去作業
も順調に進捗し、
7月25日には、制
御棒の下にあった
ガレキの撤去が完
了しております。

養生バッグ

更なる原子炉注水停止試験を計画

２０１６年３月に策定した固体廃棄物の
保管管理計画について、7月30日に４回目
の改訂を行いました。具体的には、当面
10年程度の固体廃棄物の発生量予測を約
77万m3から約78万m3に見直し、設備設
置の計画に影響がないことを確認しました。

本計画に基づき、屋外の一時保管エリア
に保管している瓦礫等について、可燃物は
焼却、金属は切断、コンクリートは破砕し、
できるだけ減容した上で屋内の保管に集約
することにより、中長期ロードマップの目
標工程である「2028年度の屋外一時保管
エリア解消」の達成に向けて取り組んでま
いります。

事故進展の解明に向け
１～４号機非常用ガス処理系室の調査を計画

格納容器ベントに伴う放射性物質の放出挙動の解明に向け
て、事故時の状態を留めており、現在廃炉作業との干渉が少
ない1～4号機の非常用ガス処理系
室内の調査を計画して
おります。具体的には
９月頃よりフィルタト
レインやベントライン
を中心に詳細な線量や
汚染の情報を取得する
予定です。

２号機原子炉建屋オペフロ残置物を
回収したコンテナの搬出を８月より開始へ

2号機原子炉建屋オペレーティングフロア(以下、オペフロ)において、
今後、燃料取扱設備の設置を進めていくにあたり干渉する残置物につい
て、搬出を計画しております。搬出に向けた作業習熟訓練が完了したこ
とから、７月２０日よりオペフロ内準備作業に着手しました。

1号機原子炉格納容器(以下、PCV)内部調査に
向け、5月26日より調査装置を入れるルート上の
PCV内干渉物の切断作業を実施しています。

7月7日に切断性能を向上させるための研磨材の
供給に不具合を確認したことから、作業を中断し
ました。現在、対策作業を実施中であり、異常が
無いことを確認後、グレーチング切断作業を開始
する予定です。作業にあたっては、ダストモニタ
でダスト濃度を適切に確認しながら、周辺環境に
影響を与えないよう、安全を最優先に慎重に進め
てまいります。

2019年度に１～３号機の原子炉注水を一
時的に停止する試験を実施し、注水停止によ
る温度上昇は予測の範囲内であることを確認
しております。

この結果を踏まえ、１号機は５日間、２号
機は３日間、３号機は７日間の原子炉注水停
止試験を計画しています。

１・３号機では、格納容器内水位の低下の
程度等を、２号機では、圧力容器底部温度の
上昇が温度評価モデルで精度よく再現できて
いるか等を確認し、今後の注水のありかたを
検討するための知見を拡充していきます。

SGTS

原子炉建屋内
換気空調系から

ラプチャディスク

SGTS

１・２号主排気筒

１号ＳＧＴＳから

パージライン・
主排気筒へ

ベントライン

フィルタ
トレイン

格納容器 点線：ＳＧＴＳ室内
（原子炉建屋２階）

S/C

グラビティ
ダンパ

■パージライン ■原子炉建屋内換気空調系ライン
■ベントライン ■非常用換気空調系ライン

D/W

残置物を回収した小コンテナを運搬・貯蔵用の大コンテナ
に収納した後、８月上旬よりオペフロから搬出し、固体廃棄
物貯蔵庫へ運搬・貯蔵する予定です。

パージライン・
主排気筒へ

■パージライン ■原子炉建屋内換気空調系ライン
■ベントライン ■非常用換気空調系ライン

ラプテャディスク

原子炉建屋内
換気空調系から グラビティ

ダンパ

１・２号主排気筒

１号SGTSから

フィルタ
トレイン

格納容器 調査範囲の例 点線：２号機SGTS室内（原子炉建屋２階）

ベントライン

SGTS

SGTS

S/C

D/W

３号機タービン建屋 雨水流入対策
まもなく完了へ

３号機タービン建屋では、雨水の流入防止堰等の設置が完
了したことから、７月20日に南側の屋根損傷部へ雨水流入
防止カバーの設置作業を開始しました。

今後、北側の雨水カバーの設置を８月上旬までに完了した
上で、屋上の防水塗装を９月までに完了する予定です。引き
続き中長期ロードマップの2020年内目標である「汚染水発
生量を150m3/日
程度に抑制」の達
成に向け、取り組
んでまいります。

雨水カバー設置作業の様子（7月20日）

2号機原子炉建屋オペフロ
小コンテナ集積状況残置物撤去前 撤去後

右写真
撮影角度

3号機T/B上屋

北

3号機
T/B上屋

雨水カバー
設置箇所

右写真撮影角度

運搬・貯蔵用の大コンテナ
収納訓練

制御棒近傍にあった燃料
制御棒

制御棒（移動前）

上部写真（ガレキ撤去後）

SGTS：非常用ガス処理系
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主な取り組みの配置図
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６
号

５
号

敷地境界

MP-2

MP-4

※モニタリングポスト（MP-1～MP-8）のデータ

敷地境界周辺の空間線量率を測定しているモニタリングポスト(MP)のデータ（10分値）は0.255μSv/h～1.171 μSv/h（2020/7/1 ～ 2020/7/28）。
MP-2～MP-8については、空間線量率の変動をより正確に測定することを目的に、2012/2/10～4/18に、環境改善（森林の伐採、表土の除去、遮へい壁の設置）の工事を実施しました。
環境改善工事により、発電所敷地内と比較して、MP周辺の空間線量率だけが低くなっています。
MP-6については、さらなる森林伐採等を実施した結果、遮へい壁外側の空間線量率が大幅に低減したことから、2013/７/10～７/11にかけて遮へい壁を撤去しました。

MP-6

提供：日本スペースイメージング（株）2018.6.14撮影
Product(C)[2018] DigitalGlobe, Inc.

MP-3

MP-5

MP-7

MP-8

凍土方式による
陸側遮水壁

海側遮水壁

地盤改良

地下水バイパス
地
下
水
の
流
れ

タンク設置エリア

MP-1

廃棄物処理・貯蔵設備
貯蔵庫設置予定エリア

廃棄物貯蔵庫
設置エリア

１
号

２
号

３
号

４
号

サブドレン

３号機燃料取り出しは
順調に継続

２号機原子炉建屋オペフロ残置物を
回収したコンテナの搬出を８月より開始へ

固体廃棄物保管管理計画を改訂

１号機内部調査ロボット投入に向け
ＰＣＶ内干渉物を切断中

３号機タービン建屋
雨水流入防止カバーの設置を開始

更なる原子炉注水停止試験を計画

事故進展の解明に向け
１～４号機非常用ガス処理系室の調査を計画
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